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第5由衛生工学シンポジウム
1997.11北海道大学学術交流会館

7-1 水使用者意識と水使用量に関する事例分析

小榔木修、 O中村浩(日水コン)

1 .はじめに

上水道計画、中でも需要者までの供給許酉を検討していく上では、給水区域全体の水需要最と

ともに給水区域内の地誌毎の水需要量が大きく影響する。すなわち、どこでどれだけの水需要が

発生するかが、水の供給計画に大きな影響を与えることになる。

上水道の水需要最のうち全体の約 7割 1)を出める家庭用水量は、給水罷域の拡張や普及率の向

上による給水人口の増加、洗濯機や風呂・シャワ一等の各種水使用機器の普及、下水道の整備等

に伴う水洗化率の上昇により、原単位、総量とも増大してきた。しかしながら、水道普及率は平

成 7年度に全国平均で 95.8%2)と非常に高いレベルに遣しており、今後この普及率の向上による

水使用量の増加はあまり見込むことができない。また、これまで原単位の向上に寄与してきたと

考えられる洗濯機や風呂・シャワ一等の各種水使用機器の普及、下水道整備に伴う水洗化等も一

部の都市では 100%近くに達してきているとともに、節水型機器の普及が高まっているものもあ

り、今後はこれら水使用機器等の普及による原単位の増加もあまり見込bことができない。

一方、水使舟者意識の高度化、多

様化が進むに伴い、水使用行動も変

化し、その結果、水需要の発生の仕

方も変化している。ここで、家庭で

の水需要の発生メカニズムを図ぺ

のように捉える。ここに示すように

家庭での水需要は、直接的には水使

水使用機録保有状況

図・1 家庭での水需要の発生メカニズム

用者である「世帯jにおける水使用行動によって生じる。そしてこの水使用行動は、水使用者の

生活様式や水鏡用者の意識などに依存し、相互に関連している。すなわち水使用者がどのような

生活をし、どのような住居に住み、どのような水使用機器を保有しているかにより、水の使い方

が影響を受ける。そしてこれは、これらの背景にもとづく水使用者の意識にも影響を受けると考

える。

このように、水使舟者の属性や意識、あるいは住居特性等によって鰭々の水使用者の水需要が

発生し、これらが集まって地豆毎あるいは給水誌域全体の水需要を構成している。そのため、例

えば 1戸建てが多い地区なのか共同住宅が多い地区なのか、昼鴎家に人がいるのかいないのかと

いったことから地区毎の水需要量を予測し、給水計画の検討に用いていくことが考えられる。た

だし、水使用者の意識等を含めたこのようなデータは一般の統計審からの入手が困難なものが多

く、これらについてはアンケート調査等を実施しなければ入手できない。

そこで本報告では、 A市において実施したアンケート調査をもとに、水使用者の罵性あるいは

意識等が水需要最に対してどのような影響を与えているかを述べるとともに、このような鵠査、

分析を踏まえた水需要予測の概要、さらにはこれらの予測結果にもとづいて水の供給計画を検討

していくことの有効性について述べる。
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2.調査結果 表寸 アンケ)ト調査項目

(1)水使用者属性 回答者町性別 「扇面譜星

アンケート調査内容を表」に示 i跡血用者の属性

す。水使用者の属性として、家族数

の影響が非常に大きいことは札幌 I@闘附

盟笠宜丘隼陛

盆盤整一一一
塁般怠呈M'J.

盟数一一
盛盆弘主M主
i制作主的暗殺{自営か臨めか}
当常の鍵羽

粗製広史悲桜甥M
部居世

日市の報告 3)等でも述べられている。

A市においてもこのことは明らか

@水使用機器等の保有.;t}:況怯銀鼠幾銭億窓銭1&

皇霊盤盟盆一一

であり、図欄2に示すように 2人世帯

の原単位が最も大きく 256.Q /人'13

であり、以下 3人世帯 (237.Q /人・

日)、 4人世帯 (209.Q /人・日)、 5

人以上(184.Q /人.13) と家族数が

増加するにしたがって原単位が小さくなってお

り、また 1人世帯は219.Q /人'13となっている。

盛盛箆盟主主主
風呂的大量さ

之主主ニ旦盗塁
恋後上ふと設援投友E主
皇笠旦皇豆主主主

態旦思一一一
呈進盟旦宜宣
投車鐙虫玄箆
井戸田有無

主盗旦且官{シャワーだけかPうか}

恩畠恋2ムむ蕊品製!'i

300 

250 

次に昼間在宅人数に関しては、園・3に示すよ 1印
うに 3人と 4人以上とで逆転現象は見られるも 専

のの、家族数別原単位の場合と同様の変化を示
50 

@水使用意降

⑦水道的酷給状担

B水世昂への盟鐙

している。ここで、例えば昼間在宅人数が 1人

の場合とは、家族数が l人の場合も 5人の場合

も考えられる。そこで、家族数と昼間在宅人数

とを対比すると表4 に示す通りであり、盤間在

宅人数の有無が原単位に対して影響を与えてい

図4 家族数別原単位

250・"川

ることがわかる。
200 

なお、水使用者属性に含まれる他の要因(幼 11印
児数、 65歳以上の人数、世帯主の職業等)に擦寄1叩

しては有意な惹はなかった。

(2)水使用機器

図4 には、現在の水使用機器等の保存状況を

整理した結果を示す。前述したように電気洗濯

機と風呂の普及率は 100%近い憶を示し、水洗ト

イレの普及率も 90%を超えており、今後これら

の機器の普及による原単位の増加はほとんど考

表4 家族数と昼間寵宅人数の対比

原単位 家族数

日/人'8) 1人 2人 3人 4入 5人以上 計

50 

経同伽 4由0 

30 

20 
!i1:防人数 O入 214.6 216.8 229.7 197.4 161.3 207.2 

1人 242.9 273.3 254.7 227.3 195.4 234.5 

2人 272.9 
怯

218.8 198.9 182.8 207.7 "沼1ll

3人以上 230.2 190.6 181.1 187.2 

計 219.1 256.3 237.5 209.0 184.1 214.6 
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。人 1人 2人
昼間在宅入敏

図-3 展開在宅人数別原単位

園-4 7.k使用機器等保有状況



入浴方法、風呂の水の入替回数、散水頻度、
250 

食器の洗い方等の水使用行動に含めているその 2帥

他の要因に関しては適切な結果が得られなかっ 手間

た。

(5)水使用者意識
zt田
睡

節水意識による原単位の大きさを図4 に示す。 50

fよく節水しているj と意識している需要者の

原単位が 181.Q/人・日と最も小さく、 fふんだん

に使っているj と意識している需要者の 233.Q / 

人-1=1まで、意識のI1関に原単位が大きくなってお

り、その差が 52.Q /人・日ある。

300 

250 

水のおいしさに対する意識は、 fおいしい(“と ♂ 
〈

ても"を含む)Jと感じている需要者の原単位 750
義母

が235.........253.Q /人-1=1であり、そうでない需要者

の196.........217.Q /人・日と比較して 18.........57.Q /人・日

程度大きくなっている。

電気・ガス料金と比較した場合の水道料金に

対する意識は、 「非常に高いj と感じている需

要者の原単位が257.Q /人・日と最も大きく、 f非

常に安し'Jと感じている需要者の 180.Q /人・自ま

で、意識のI1慎に原単位が小さくなっており、そ

の差が 57.Q /人・日ある。これは、比較方法は異

なるものの札幌市の事例等 3，4，5)と同様の傾向で

あり、水使用量の多い需要者、すなわち水道料

金を多く支払っている需要者ほど水道料金が高

いと感じ、逆に少ない需要者ほど安いと感じて

いることがわかる。

3_水需要構造式

50 

3曲・

関幽7 節水意識による原単位

とてもおいしい おいしい 普通 やや読ずい まずい
水道@おいしさ

図必 水道のおいしさと原単位

図θ 水道料金に対する意識と原単位

アンケート調査結果をもとに、数量化理論第 I類によって水需要構造式を作成する場合、一般

には要因聞の関連をクラマー係数により分析し、要思の絞り込みを行い、その後、代表要因の瀧

定を行うという手I1震がとられる 3，5)。

しかしながら、将来あるいは地区別の水需要最を予測する場合には、要因自体を予概すること

の容易性、選定した要因が予瀦値に与える影響等も考慮、して要因の選定を行うことが必要であり、

かつ要国数は少ないことが望ましい。そこで、表-5に示す5つの要因を選定し、水需要構造式の

作成を行った。

まず水鏡用者属性の中からは、原単位に対して大きな影響を与える家族数と昼間在宅人数とを

選定した。次に水使用機器からは、原単位に対して影響を与え、かつ今後の普及が見込まれるも

のとしてシャワーを選定した。次に住居特性からは、住宅の型式と部展数が候補としてあがった
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が、部屋数は家族数および住宅の型

式との関連が強いことから、住宅の

型式を選定した。次に水使用行動か

らは洗濯回数を選定した。最後に、

水使用者意識に関しては、予測が臨

難であることから原単位構造式に

は取り入れないこととした。

各嬰因のカテゴリーについては、

水需要予測に用いるという性格上、

符号が逆のもの、あるいは物理的に

説明しがたい状況を表すことにな

るものに関し、それを見直すことと

した。また、洗濯回数のように細か

な区分が予測を困難iこするものに

関しては集約することとした。

全世帯を対象に原単位構造式を

作成し、表・5に示す。この結果、家

族数のレンジが最も大きく、原単位

に大きな影響を与えていることが

わかり、次いで、シャワー、家の型

式、洗濯回数、昼間在宅人数の順と

なっている。

次に、最も原単位に影響を与えて

いる家族数毎に原単位構造式を作

成した結果を表欄6""'-"9に示す。この

結果を見ると、 1人世帯では洗濯回

数のレンジが最も大きくなってい

るのに対し、 2人世帯以上ではシャ

ワーのレンジが最も大きくなって

いるなど、要因毎のレンジ、カテゴ

ジースコアの大きさが異なってお

り、家族数毎に要因の苦手与の仕方が

異なっていることがわかる。

4. 7.1<需要予測方法

高齢化、晩婚化、少子化等の影響

により、年令措層別に含まれる家族

類型が異なってきている。例えば高

表J 家庭用原単位構造式(全世帯)
軍悶 カテゴリー サンプル世 カテゴリー カテゴリースコア隠

スコア -50 o +50 

宮族数 ①1人 185 90.7 I 
②2人 301 85.1 

③3人 278 50.5 

@4人以上 4即 o 
シャワー ①なし 215 -52.7 抱韓@晶る 1029 0.0 

揖}盟関政 ①41il/通以下 6叩 ~32.3 

②5沼/壊以よ 644 0.0 

車Olll:!式 ① F建て 928 45.8 

@尖詞住宅 316 0.0 

畳限在宅人融 ①いない 398 ~17，9 I~初 II 
②いる 446 0.0 

定数壇 182.1 相関悟敏 0.422

表“6 家斑用原単位構造式(1人世帯)

四 | カチル|サン叫lヵ::;-i

i②叩/週叫| 刈 吋門行計杓乃和肘付
富田畑区立 1 1::1 4:::1111111 111  H-H物問|
昼間人数 i①ゆ i 判 8.81 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I I 1岡M-H1

表“7
嬰国 | カテゴリー

シャワー ①なし

IIi1品る
洗濯回散 i①4厨/週以下

ii2l5回/週以上

里町型式 i①山戸建て

|@共同港宅

昼間在宅人数担:主い

@いる

定数X買28日

華岡

家庭用原単位構造式 (2人世帯)

サン刈iヵ叩-1 -100カ日J-rア密
68 

233 

207 

94 

239 

62 

90 

128 

相刻時数0.455

fμμ十比」

表θ 家庭用原単位構造式 (4人以上世帯)

52，7 

32.3 

45.8 

17.9 

66.8 

42.7 

48.2 

38.7 

55.2 

30.8 

44.2 

7.2 

要因 | ω 品図 o L M 
d-ft:ト← j_._.__..._--~盛岡1 .， I 幻 3

誌II---.-~~------¥-------.-.1 ペー斗 Mと I し Z 33.8 

a 
9.2 

齢者に関しては、 3世代間居、あるいは子供との閉居の形態が多かったものが、単身世帯、夫婦
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世帯、あるいは施設等への入所といった形態が増えてきている。また、 20"-'30歳代では単身者と

夫嬬のみ世帯が増え、核家族も暫減している 6)。このような世帯類型の変化をライフサイクノレの

変化として捉え、また、家族数別に個々の要閣の寄与の仕方が異なることを考慮、して、家族数別

に作成した涼単位構造式を利用する。

このような形で家捷用水の予測を行うためには、以下の4段階を踏むことになる。

①各年齢階層別人口が3世代間居、核家族、夫婦世帯、単身世帯等のどこにどれだけ含まれる

のかを予測し、個々の家族類型別の家族数と合わせ、最終的には家族類型別家族数別人口を

予欄する。

②家族類型73IJ家族数を予概することで、相互に関連する家の型式を合わせて予測する。

③女性の勤労状況、高齢者の勤労状況等を予測することで、家族類型思IJ家族数と合わせ、昼間

定宅数の有無を予測する。

@以上にシャワーの普及率の将来鑑を与えることによって家庭用水量の予澱が可能となる。

また、以上の内容を地区別に捉えると、 I戸建てが多いのか共間住宅が多いのか、単身者が多

いのか夫婦世帯等が多いのか、等の情報にもとづき、地区別の家庭用水量の算定が可能となり、

水供給計画の有力な情報となる。

一方、水使用者意識に関しては、今回の原単位構造式の要国からは除いたものの、原単位に大

きな影響を与えている。これら節水意識や水のおいしさといった要因は、水供給者側の操作変数

として構造式に取り込むことが考えられる。例えば節水PRを盛んに行い、住民が節水意識を持

つことで、相当量の節水効果が期待できる。また、高度処理の導入等により、供給する水の震を

高めるこで、逆に需要を喚起することができることになる。

5.おわりに

本報告では、 Amのアンケート調査をもとに、水需要予灘を呂的として家族数別の涼単位構造
式在作成し、世帯類型別家族数等を予測することで将来、あるいは地区別の予測が可能となり、

水供給計画に有効な情報が得られることについて述べた。ただし、現在は水需要予測を実施して

いる途中であり、この詳細を記述することはできなかった。今後は世帯類型別家族数の予測と合

わせ、家族数別の原単位構造式の作成方法についても暫時検討を加え、より有効な水需要予測方

法の確立を目指していきたい。
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